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越
谷
と
桃

須
藤

賢
一

越
谷
市
の
北
越
谷
か
ら
大
林
・
袋
山
に
か
け
て
の
元
荒
川
沿
い
と
、
増
林
か
ら
大
吉
・
向
畑
に

か
け
て
の
古
利
根
川
沿
い
の
地
域
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
桃
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い

た
（
１
）。
今
で
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
花
見
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
、
文
人
墨
客
に
よ
っ
て
、
越
谷
の
桃
が
浮
世
絵
や
紀
行
文
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
。

江
戸
後
期
、
幕
府
が
編
さ
ん
し
た
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、
古
利
根
川
の
大
吉
側

か
ら
望
ん
だ
対
岸
の
景
観
を
「
松
伏
領
数
村
の
桃
樹
数
千
株
打
ち
並
び
、
花
の
頃
は
景
色
い
と
よ

し
」（
２
）
と
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
越
谷
か
ら
松
伏
に
か
け
て
は
桃
の
名
所
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

越
谷
の
桃
は
浮
世
絵
に
も
な
っ
た
。

江
戸
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
の
歌
川
広
重
は
、
越
谷
の
桃
の
風
景
を
錦
絵
に
残
し
た
。

初
代
・
広
重
は
『
冨
士
三
十
六
景
』
に
、「
武
蔵
越
か
や
（
こ
し
が
や
）
在
」
と
し
て
、
富
士
山
を

背
景
に
越
谷
の
桃
を
描
い
た
（
資
料
１
）。
二
代
目
・
広
重
も
『
名
所
三
十
六
花
撰
』
の
中
で
、
越

谷
の
桃
を
描
い
て
い
る
（
資
料
２
）。

越
谷
の
桃
は
文
人
に
も
賞
さ
れ
た
。

江
戸
後
期
の
儒
学
者
・
成
島
司
直
（
な
る
し
ま
も
と
な
お
）
は
、『
看
花
三
記
』
と
題
し
た
紀
行

文
の
中
で
、
杉
田
（
現
横
浜
市
）
の
梅
、
小
金
井
（
現
小
金
井
市
）
の
桜
と
と
も
に
、
越
谷
の
桃

を
江
戸
近
郊
花
見
の
名
所
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
越
谷
を
訪
れ
、
元
荒
川
流
域
の
桃
を
目
に
し

た
司
直
は
、「
目
に
映
る
野
や
岡
は
、
す
べ
て
桃
の
花
で
あ
り
、
ま
る
で
紅
の
雲
の
中
を
往
来
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
」（
３
）
と
称
賛
し
、
大
房
（
現
北
越
谷
）
か
ら
松
伏
の
築
比
地
（
つ
い
じ
）
に

か
け
て
の
元
荒
川
土
手
沿
い
に
は
、
桃
林
が
た
え
ま
な
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
江
戸
後
期
、
江
戸
の
小
日
向
（
こ
ひ
な
た
＝
現
文
京
区
）
に
住
む
釈
大
浄
（
津
田
敬
順
）

と
い
う
僧
も
『
十
方
庵
遊
歴
雑
記
』
と
い
う
著
書
の
中
で
、
越
谷
の
桃
に
つ
い
て
、「
大
林
か
ら
元

荒
川
の
川
筋
に
沿
っ
て
、
約
千
七
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
見
渡
す
か
ぎ
り
の
桃
林
」（
４
）
で
あ

る
と
感
嘆
し
て
い
る
。
ま
た
、
初
夏
に
な
る
と
、「
採
れ
た
桃
の
実
を
江
戸
・
伝
馬
町
の
天
王
祭
で

売
り
出
し
、
桃
の
走
り
と
し
て
、
越
谷
の
桃
が
季
節
の
果
物
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
」（
５
）
と

も
述
べ
て
い
る
。
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越
谷
の
桃
林
を
「
桃
源
」
と
た
た
え
た
人
も
い
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三
月
、
古
河
藩

主
の
接
待
を
う
け
て
日
光
街
道
越
ヶ
谷
宿
を
通
っ
た
文
人
の
成
島
柳
北
は
、「
こ
の
駅
〔
越
谷
は
〕

尽
く
る
処
桃
林
あ
り
幾
万
株
あ
る
を
知
ら
ず
、
都
人
称
す
る
と
こ
ろ
越
谷
桃
源
と
は
こ
れ
な
り
」

と
、『
常
総
遊
記
』
で
語
っ
て
い
る
（
６
）。

「
桃
源
」
と
う
た
わ
れ
た
今
は
な
き
越
谷
の
桃
。
記
憶
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
原
風
景
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

添
付
資
料

（
資
料
１
）
歌
川
広
重
「
武
蔵
越
か
や
在
」（
冨
士
三
十
六
景
）
…

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1303337

）

よ
り
転
載

（
資
料
２
）
喜
斎
立
祥
（
二
代
目
・
歌
川
広
重
）「
東
都
越
谷
桃
」（
名
所
三
十
六
花
撰
）
…

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1308734
）

よ
り
転
載

引
用
文
献

（
１
）
越
谷
市
制
40
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
（
一
九
九
八
）

『
市
制
施
行
40
周
年
の
足
跡

と
き
を
超
え
て
』

越
谷
市
、「
果
樹
、
古
く
は
桃
の
産
地
」
一
六
二
頁

（
２
）
蘆
田
伊
人
校
訂
（
一
九
九
六
）

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

第
十
巻
（
大
日
本
地
誌
大
系
）
⑯
』

雄
山
閣
、「
大
吉
村

古
利
根
川
」
一
八
〇
頁

（
３
）
越
谷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
（
一
九
八
〇
）

『
越
谷
の
歴
史
物
語
（
第
二
集
）』

越
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、「
越
谷
の
桃
」
七
七
頁
～
七
九
頁

（
４
）
同
右
、「
大
林
の
桃
林
」
八
三
頁
～
八
四
頁

（
５
）
同
右
、「
桃
林
の
散
策
」
八
四
頁
～
八
六
頁

（
６
）
同
右
、「
越
谷
の
桃
林
と
藤
」
七
九
頁
～
八
一
頁
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